
　
「
み
ど
り
の
式
典
」は
、「
み
ど
り
の
日
」

に
つ
い
て
の
国
民
の
関
心
と
理
解
を
一
層
促

進
し
、「
み
ど
り
」に
つ
い
て
の
国
民
の
造
詣

を
深
め
る
た
め
内
閣
府
の
主
催
に
よ
っ
て

「
み
ど
り
の
月
間（
毎
年
4
月
15
日
か
ら
5
月

14
日
ま
で
の
期
間
）」に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

「
み
ど
り
の
学
術
賞
」の
授
与
と「
緑
化
推
進

運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」が
行
わ

れ
ま
す
。

　

み
ど
り
の
学
術
賞
受
賞
者
の
宮み
や
ち地
重し

げ
と
お遠

氏
は
、
受
賞
者
代
表
挨
拶
に
お
い
て
、「
海

中
に
住
む
藻
類
な
ど
の
植
物
も
陸
上
の
植

物
と
同
じ
く
ら
い
高
い
生
産
性
を
有
し
て
お

り
、
周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
こ

う
し
た
藻
類
の
生
産
性
を
重
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
物
の
生
存
を
支
え
て
い
る『
み
ど
り
』

は
、
昆
虫
な
ど
の
動
物
に
よ
っ
て
授
粉
し
、

そ
の
個
体
数
を
増
や
し
て
お
り
、
植
物
に
限

ら
ず
動
物
も
含
め
た
生
物
の
多
様
性
を
自
然

の
原
点
と
し
て
考
え
な
が
ら
、
豊
か
な『
み

ど
り
』を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

重
要
な
課
題
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、
研
究

や
活
動
に
対
す
る
支
持
・
協
力
へ
の
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

を
授
与

T o p i c s

　
４
月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
憲

政
記
念
館
で
天
皇
陛
下
御
臨
席
の
も
と
、

第
７
回﹁
み
ど
り
の
式
典
﹂が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、

林
農
林
水
産
大
臣
を
は
じ
め
約
４
０
０

名
が
出
席
し
、﹁
み
ど
り
の
学
術
賞
﹂及

び﹁
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
﹂の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
７
回 

み
ど
り
の
式
典

み
ど
り
の
学
術
賞

緑
化
推
進
運
動
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
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国
内
に
お
い
て
植
物
、
森
林
、
緑
地
、
造
園
、
自
然
保
護
等
に
係
る
研
究
、
技

術
の
開
発
そ
の
他
の「
み
ど
り
」に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人

に
内
閣
総
理
大
臣
が
授
与
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

　

第
7
回
の
受
賞
者
は
、
宮
地
重
遠
氏
と
鷲
谷
い
づ
み
氏
の
２
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※各賞の詳細な功績等については、以下をご覧ください。
　みどりの学術賞　　　　　　http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/hozen/pdf/130308-02.pdf
　緑化推進運動功労者表彰　　http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/sanson_ryokka/pdf/130419-02.pdf

［
個
人
］

　

森も
り
や
ま山　

  

衛ま
も
る（

茨
城
県
日
立
市
）

　

遠え
ん
ど
う藤　

節せ
つ

子こ
（
静
岡
県
三
島
市
）

　

山や
ま
ぐ
ち口

寿す

み

こ
美
子
・
入い

り
え江

真ま

き

こ
喜
子
・

　

三み
よ
し好

美み

き

こ
喜
子（
徳
島
県
美み

ま

し
馬
市
）

［
団
体
］

　

北
海
道
札
幌
南
高
等
学
校（
北
海
道
札

幌
市
）、
能
代
市
中な

か
が
わ
ら

川
原
地
区
連
合
自
治

会（
秋
田
県
能
代
市
）、
サ
ン
デ
ン
株
式
会

社　

赤
城
事
業
所（
群
馬
県
前
橋
市
）、
千

葉
瑞
穂
み
ど
り
の
少
年
団（
千
葉
県
千
葉

市
）、
大お

お
し
か
む
ら

鹿
村
さ
く
ら
の
会（
長
野
県
下
伊

那
郡
大
鹿
村
）、
刈
谷
市
立
小お

が
き
え

垣
江
東ひ

が
し

小

学
校（
愛
知
県
刈
谷
市
）、
花
ネ
ッ
ト
丹
後

（
京
都
府
京
丹
後
市
）、
小し

ょ
う
ど豆
島し

ま

町ち
ょ
う（

香
川
県

小
豆
郡
小
豆
島
町
）、
石い

し
づ
ち鎚
水
源
の
森
く

ら
ぶ（
愛
媛
県
西
条
市
）、「
耶や

ば馬
の
森
林
」

育
成
協
議
会（
大
分
県
中
津
市
）

みどりの学術賞

　生態学の分野において、絶滅危惧種
のサクラソウを使って、生理生態学、
昆虫による授粉様式の解析、個体群生
態学的手法などを用い科学的知見に基
づく野生植物の保全手法を開発しまし
た。
　また、侵略的外来種の生態影響、里
山や水辺の生物多様性の保全と再生な
ど広範な研究を総合的に展開し、保全
生態学として体系化しました。これら
の成果を基に、市民との協働による研
究及び普及活動を行い、生態系・生物
多様性の保全に貢献しました。

　植物生理学の分野において、クロレ
ラなどの微細藻類を使って光合成過程
で炭水化物を合成する「CO2固定」の研
究を進め、CO2濃縮は炭酸脱水酵素が
行っていること、微細藻類などはCO2

濃度を感知する機構があり、この働き
によりCO2濃縮を調節していることを
明らかにしました。
　また、これらの成果を基に「海洋バ
イオテクノロジー」という新しい学術
分野を創設し、海洋におけるCO2固定
能力の研究や海洋微生物の蒐

しゅうしゅう
集など、

斯学の発展に貢献しました。

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
　

緑
化
活
動
の
推
進
、
緑
化
思
想
の

普
及
啓
発
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個

人
、
団
体
を
内
閣
総
理
大
臣
が
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
は
、
13
の
個
人
・
団
体
が

受
賞
し
ま
し
た
。

宮
み や ち

地　重
しげとお

遠
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